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イ
ラ
ス
ト
／
シ
ミ
ニ
・
ブ
ロ
ッ
カ
ー

るのです。
バスからおりると，エリーゼは学

がっ

校
こう

ま
でまだあと数

すう

ブロック歩
ある

かなければな
りませんでした。エリーゼは時

じ

間
かん

をかく
にんして走

はし

り始
はじ

めました。おくれるわけ
にはいきません。
「おはようございます」と，クラウディ

アおばさんが言
い

いました。生
せい

徒
と

たちは先
せん

生
せい

のことを「おばさん」とよんでいまし
た。「今

き ょ う

日は，分
ぶん

数
すう

の勉
べん

強
きょう

をします。」
エリーゼはせすじをぴんとのばしてす

わりました。エリーゼは算
さん

数
すう

が大
だい

好
す

きで
す。

でも，クラウディアおばさんがホワイ
トボードに式

しき

を書
か

くと，エリーゼはこん
らんしました。エリーゼは算

さん

数
すう

の本
ほん

を読
よ

み返
かえ

してから，自
じ

分
ぶん

のメモを見
み

ました。
数
すう

字
じ

の意
い

味
み

が分
わ

かりません。
「明

あ

日
す

までに 42 ページの宿
しゅく

題
だい

をやっ
てきてくださいね」と，クラウディアおば
さんは言

い

いました。「残
のこ

りの時
じ

間
かん

を使
つか

っ
て宿

しゅく

題
だい

をしてもいいですよ。」
エリーゼは最

さい

初
しょ

の問
もん

題
だい

を書
か

き出
だ

しまし

このお話
はなし

はケニアでの出
で

来
き

事
ごと

です。

 「エリーゼ，起
お

きて」と，ママが言
い

い
ました。

エリーゼは「うーん」と言
い

いながら寝
ね

返
がえ

りを打
う

ちました。もっとねたかったの
に！

エリーゼはもう1 分
ぷん

間
かん

，ぎゅっと目
め

を
つぶりました。それから，学

がっ

校
こう

の友
とも

達
だち

の
ことや，学

がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

することについて考
かんが

えました。ようやくエリーゼはベッドか
らはい出

で

て，いのりました。
「愛

あい

する天
てん

のお父
とう

様
さま

，新
あたら

しい一
いち

日
にち

に感
かん

謝
しゃ

します。時
じ

間
かん

どおりに学
がっ

校
こう

に行
い

けるよ
うに助

たす

けてください。勉
べん

強
きょう

したり，人
ひと

に
親
しん

切
せつ

にしたりできるように助
たす

けてくださ
い。イエ ス・キリスト の 御

み

名
な

により，
アーメン。」

時
じ

刻
こく

は朝
あさ

の 4 時
じ

で，外
そと

はまだ真
ま

っ暗
くら

で
す。エリーゼの学

がっ

校
こう

は遠
とお

くにあります。
それで，そんなに早

はや

く起
お

きなければなら
なかったのです。でも，エリーゼは勉

べん

強
きょう

が大
たい

切
せつ

だと分
わ

かっていました。それに，
いつの日

ひ

かエンジニアになりたいなら，
学
がっ

校
こう

に行
い

かなければなりません。
出
で

かける前
まえ

，エリーゼは本
ほん

の入
はい

ったカ
バンと朝

ちょう

食
しょく

用
よう

のチャパティを持
も

って行
い

き
ました。そして，バスを待

ま

つ間
あいだ

，その平
たい

らなパンを食
た

べ終
お

えました。
バスが到

とう

着
ちゃく

したとき，遠
とお

くの建
たて

物
もの

から
太
たい

陽
よう

がちょうど顔
かお

をのぞかせたところで
した。エリーゼはバスに乗

の

ると，席
せき

にす
わりました。まどの外

そと

をながめながら，
エンジニアになることについて考

かんが

えまし
た。いつの日

ひ

か，人
ひと

々
びと

を助
たす

ける機
き

械
かい

を作
つく

た。問
もん

題
だい

をとき始
はじ

めましたが，行
い

きづまり
ました。ため息

いき

が出
で

ます。友
とも

達
だち

の ジェ
シーが手

て

伝
つだ

ってくれるかもしれません。
「ジェシー」と，エリーゼはささやきまし

た。「最
さい

初
しょ

の問
もん

題
だい

をとくのを手
て

伝
つだ

ってくれ
る？」

ジェシーは首
くび

を横
よこ

にふりました。「授
じゅ

業
ぎょう

が終
お

わる前
まえ

に宿
しゅく

題
だい

を終
お

わらせたいの。」
エリーゼは顔

かお

をしかめ，友
とも

達
だち

のミゲルの
方
ほう

を向
む

きました。「最
さい

初
しょ

の問
もん

題
だい

のとき方
かた

，
分
わ

かる？」と，たずねました。
でも，ミゲルも手

て

がはなせませんでし
た。「ごめん」と，言

い

って問
もん

題
だい

をとき続
つづ

け
ました。

エリーゼは，いがいたくなりました。ふ
だんは算

さん

数
すう

がとても得
とく

意
い

なのに。
エリーゼが家

いえ

に帰
かえ

ると，辺
あた

りは真
ま

っ暗
くら

で
した。エリーゼはくたくたでした。それで
も宿

しゅく

題
だい

を終
お

えなければなりません。
エリーゼはまた問

もん

題
だい

をとき始
はじ

めました。
それでも，とけません。数

すう

字
じ

を見
み

ていると

ルーシー・スティーブンソン・イーウェル
（ほんとうにあった話

はなし
をもとに書

か
かれました ）

エンジニアのエリーゼ
頭
あたま

がいたくなってきました。結
けっ

局
きょく

のとこ
ろ，エンジニアになれないのかもしれま
せん。

ちょうどそのとき，エリーゼの姉
あね

のエ
マがとなりにすわりました。「大

だい

丈
じょう

夫
ぶ

？」
と，エマがたずねました。

エリーゼは「うーん」と，言
い

いました。
「この問

もん

題
だい

のとき方
かた

が分
わ

からないの。ク
ラスのみんなは分

わ

かってるのよ。わたし
は頭
あたま

がよくないのよ。」
エマは笑

わら

って言
い

いました。「あなたは
間
ま

違
ちが

いなくかしこいわ。」「何
なに

かがむずか
しいからと言

い

って，あなたの頭
あたま

が良
よ

くな
いということではないわ。ただもっと練

れん

習
しゅう

が必
ひつ

要
よう

だってことよ。といている問
もん

題
だい

を見
み

せてみて。教
おし

えてあげる。」
エリーゼが式

しき

を見
み

せると，エマは数
すう

字
じ

を書
か

き始
はじ

めました。数
すう

分
ふん

後
ご

，すべてのつ
じつまが合

あ

い始
はじ

めました。エリーゼはエ
マの手

て

から鉛
えん

筆
ぴつ

を取
と

って問
もん

題
だい

をとき終
お

え
ました。
「できたね！」エマは言

い

いました。「練
れん

習
しゅう

を続
つづ

けてね。また行
い

きづまったら，手
て

伝
つだ

うわ。」
エリーゼは次

つぎ

の問
もん

題
だい

に取
と

り組
く

み始
はじ

め
ると，心

こころ

が温
あたた

かくなりました。天
てん

のお父
とう

様
さま

はエリーゼの朝
あさ

のいのりにこたえて，
勉
べん

強
きょう

ができるよう助
たす

けてくださったので
す！ エリーゼは，天

てん

のお父
とう

様
さま

が，にんた
い強

つよ

く問
もん

題
だい

を説
せつ

明
めい

してくれる姉
あね

をくだ
さったことに感

かん

謝
しゃ

しました。天
てん

のお父
とう

様
さま

の助
たす

けといくらかの勤
きん

勉
べん

さがあれば，い
つかほんとうにエンジニアになれるかも
しれません！ ●

「自
じ

分
ぶん

は頭
あたま

が良
よ

くないのかもしれない」 
とエリーゼは思

おも

いました。


